
●唐津市ホームページ  https://www.city.karatsu.lg.jp

●男  55,460人（－47人）
●女  62,020人（－40人）
●世帯数  51,175世帯（－25世帯）

人口 （８月１日現在）

117,480人 （前月比－87人）
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唐津の恵まれた海を守りたい「拾い箱」設置(西の浜）
　「CHANGE FOR THE BLUE」鹿児島実行委員会から海岸漂着ごみ
専用のごみ箱が贈呈されました。海岸を訪れた誰もが清掃活動に参加
することができ、人が来るほど、砂浜がきれいになることを目指します。



９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す　

～
認
知
症
と
共
に
生
き
る
～

～旧唐津銀行～
令和３年度「世界アルツ
ハイマー月間」のオレン
ジライトアップの様子→
※�オレンジ色は「認知

症の人とその家族を
支援します」というシ
ンボルカラーです。

　

９
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
」
で
す
。
世
界
中
で

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解

を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は

65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
は
認

知
症
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

誰
も
が
関
わ
る
身
近
な
問
題
で

す
。
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え

る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

早
め
の
相
談
が
重
要
！

　
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
」
は
物
忘
れ
か
ら
始
ま
り
、

５
年
、
10
年
と
い
う
長
い
年
月

を
か
け
て
徐
々
に
進
行
し
て
い

き
ま
す
。
症
状
に
応
じ
た
服
薬

治
療
な
ど
に
よ
り
、
認
知
症
の

進
行
を
緩
や
か
に
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
症
状
を
知

り
、本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

た
適
切
な
ケ
ア
に
よ
っ
て
、
生

活
上
の
困
り
ご
と
が
減
少
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
認
知
症
」
と
診
断
さ
れ
た
人
へ

　

認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
も
、

急
激
に
生
活
が
変
化
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
、
楽
し
め
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
生
活
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
と
き
に
備

え
、
家
族
や
友
人
と
「
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
た
い
か
」話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
認
知
症
」の
人
を
介
護
し
て
い
る
人
へ

　

複
雑
な
思
い
や
受
け
入
れ
が

た
い
気
持
ち
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

同
じ
思
い
を
経
験
し
た
人
の

話
を
聞
き
、
ほ
っ
と
で
き
る
場

も
あ
り
ま
す
。

　
「
介
護
経
験
の
つ
ど
い
」や「
認

知
症
カ
フ
ェ
」
で
は
、
認
知
症

の
人
や
家
族
、
地
域
の
人
や
専

門
職
が
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
い
こ
と
は
地
域
包
括
支

援
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
と
は

　

認
知
症
の
種
類
の
中
で
最
も
多
く
、
脳
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
と
い

う
ゴ
ミ
が
た
ま
る
こ
と
で
、
脳
の
働
き
が
阻
害
さ
れ
ま
す
。
そ
の

結
果
、
次
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

◆
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い

◆
時
間
や
季
節
の
感
覚
が
薄
れ
て
く
る

◆
考
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
緩
や
か
に
な
る

◆
最
近
体
験
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う

※
こ
れ
は
症
状
の
ほ
ん
の
一
部
で
す

認知症の人の声
Ａさん
　「私は認知症にはならない」
と思って暮らしていましたが、そ
んな私もいつの間にか認知症に
なっていました。
　家族の勧めで参加した「認知
症カフェ」で自分が認知症であ
ることを自覚しました。認知症
になってもあたたかく迎え入れ
てくれる場所がありますよ。
Ｂさん
　地区の公民館で体操をしてい
ます。会場の準備をすることが
自分の役割と思っています。

～介護経験のつどい参加者より～
最初はどこに相談してよいか分からなかった。皆さん
が話を聞いてくれて自分だけではないのだと、少し気
持ちが軽くなりました。

★�

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト

日
時 

９
月
21
日
（
水
）

　
　

 

午
前
10
時
～
午
前
11
時

場
所 

市
役
所
本
庁

　
　

 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

内
容 �

ミ
ニ
相
談
会
や
粗
品
・ 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど

★
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

期
間 

９
月
14
日
（
水
）
～

　
　

 

９
月
21
日
（
水
）

場
所 

市
役
所
本
庁

　
　

 

正
面
玄
関
と
近
代
図
書
館

★
歌
謡
楽
団
「
ヘ
タ
ー
ズ
」
の

癒
し
の
し
ら
べ

日
時 

９
月
27
日
（
火
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後

　
　

 

２
時

場
所 

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会
館

　
　

 

り
ふ
れ
ホ
ー
ル

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
状
況
に
よ
り
、
中
止
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問 

地
域
包
括
支
援
課

�

（
☎
７
２-

９
１
９
１
）

イ

ン
ベ

ト
情
報
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９月20日～ 26日
は動物愛護週間

ペットを正しく飼育できていますか？
問 環境課（☎72-9124）

ペットの飼育について確認しましょう
　これからペットを飼おうかな、今飼ってるけどちゃんとマナーは守れているのかな、
犬・猫それぞれの飼い方をチェック項目で確認してみましょう。

正しい犬の飼い方

正しい猫の飼い方

þ �犬の登録と年１回の
狂犬病予防注射を
しましょう

þ �交通事故や近隣へ
のフン被害を防ぐた
め室内で飼

　 いましょう

þ �飼育する場所とその
周辺はいつも清潔
にしましょう

þ �野良猫との区別のた
め首輪や迷子札を
つけましょう

þ �放し飼いしないで、
散歩中はリードを

　 離さないで
　 ください

þ �散歩中に犬がしたフ
ンは必ず持ち帰りま
しょう

最後に
飼い主の皆さんへ

野良猫への餌やりはやめましょう
　野良猫に餌を与えた経験がある人、与えている
人を見かけたことがある人は多いと思います。
　野良猫に餌を与えることで次のような問題が生じ
ます。
◆ �公共の場所や他人の土地でのフン尿
 　�きれいに手入れした庭や子どもを連れていく公

園に、野良猫のフン尿があればどんな気持ちに
なりますか？

◆ �不衛生な置き餌
 　放置された餌は、害虫や鳥獣を招き寄せます。
◆ �猫の繁殖
 　�猫は１回の出産で４～６匹程度の子猫を産み、

人から与えられた栄養のある餌により、猫によっ
ては年に３回産むこともあります。

　このように、安易な餌やりは多くの問題を引き起
こし、ご近所トラブルにもつながります。不幸な野
良猫を増やさないよう、関わり方を考えましょう。

◆ �不幸な野良犬・野良猫を増やさないために、
不妊・去勢手術を心がけましょう。

◆ �近隣への迷惑をなくすために、しつけをし
ましょう。

◆ �命あるペットの飼い主として、最後まで責
任をもって飼育しましょう。

窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

払
い
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
！

　

住
民
票
や
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
手

数
料
は
、
こ
れ
ま
で
現
金
で
の
支
払
い
に

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
加
え
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
支
払
い
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

問
市
民
課
（
☎
７
２-

９
１
２
０
）

　

税
務
課
（
☎
７
２-

９
１
１
６
）

　

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

総
務
・
福
祉
課

利用できるキャッシュレスサービス
電子マネー系 コード決裁系 クレジットカード系

QUICPay
楽天Edy
WAON
nanaco
交通IC ／ iD

（SUGOCA、
  nimoca、Suicaなど）

PayPay
d払い
SmartCode

（auPAY、メルペイ、
  LINEPay、
  FamiPayなど）

VISA
MasterCard
JCB
American Express
DinersClub
銀
ぎ ん

聯
れ ん
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浜玉
ヨイヤサーの声が響く！浜崎祇園祭

唐津
大輪の花火で笑顔の輪広がる　九州花火大会

コロナ禍で中止となっていた浜崎祇園祭が３年ぶりに開催されました。
浜崎祇園祭は、浜玉町の浜崎地区で行われている祭で、浜区が大漁、東区

が商売繁盛、西区が豊作を願いそれぞれ高さ15mの山笠を祭の日だけのために
作り上げ、浜崎市街地を練り歩きます。

昼間に見る山笠も見事ですが、夜にライトアップされると幻想的でさらに美し
い姿となります。

山笠の飾りには表山と裏山それぞれにテーマがあり、今
年は、浜区が「承久の乱 鎌倉方朝廷を討つ」と「五条大
橋 牛若丸と弁慶」、東区が「建武の乱 豊島河原の合戦」と「竹取物語 かぐや姫」、西
区が「大阪冬の陣」と「花咲か爺さん」の飾りつけとなっていました。

久しぶりの祇園祭ということで、曳
ひ

き方
か た

も囃
は や し か た

子方も祭を力いっぱい楽しんでいるようで
した。� （７月23日）

第70回記念九州花火大会が西の浜と東の浜の２か所で行われ、市内外の皆さ
んが光と音の共演を楽しんでいました。

今年も新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、打ち上げ場所の分散や時間
の短縮など、安全対策を実施しながらの開催となりました。

今回は第70回記念の特別企画として、海上の遊覧船や唐津城天守閣からの特
別観覧も実施され、ふだん見ること
ができない場所からの花火に、歓声
と拍手が巻き起こっていました。

この日は、大輪の花火で美しく染
められた夜空を見上げ、市内のさま
ざまな場所で笑顔の輪が広がってい
ました。� （７月17日）

北波多
ウインドウアート
北波多公民館でウインドウアートが行われました。
これは北波多地区青少年育成協議会と北波多公民館の

共催で行われたもので、北波多中学校の文化部の皆さんが
活動に参加しました。

公民館の玄関の窓にはマジックペンを使ってキャラクター
の絵や色鮮やかな花が描かれ、明るい雰囲気に包まれました。

文化部の皆さんは「この絵を見て北波多公民館の楽しい雰囲気を感じてほ
しい」と話されていました。また、来館者にも好評で笑顔があふれています。

地域の皆さんに愛される北波多公民館。これからも大切に利用していきた
いですね。� （７月21日）
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相知　やめよう！佐賀のよかろうもん運転

厳木
オオカナダモ除去作業

夏の交通安全県民運動の啓発活動の一環として、唐津警察署相知幹部派出所
で、市と相知厳木地区交通安全協会、交通安全母の会、唐津警察署が協力して、
ドライバーに啓発チラシや交通安全箱ティッシュなどを手渡し、交通ルールの遵

じゅん

守
し ゅ

と交通マナーの実践を呼びかけました。
当日は、市のマスコットキャラクター唐ワ

ンくんも参加し、真夏の暑い中、交通安全に一役買ってくれました。
今回の呼びかけで、悲惨な交通事故が少しでも抑止できればと参加者一

同願っています。� （７月21日）

中島地区住民約25人が、厳木川に繁
殖中の外来種オオカナダモ除去作業を行
いました。

オオカナダモ除去作業は、毎年７月中旬頃に外来種が繁殖してしまっ
た厳木川を、本来の生態系に戻すために中島地区の皆さんによって行
われています。

川の中に入って除去する人や土手で集める人、トラックに積む人に分
かれ、見事な連携でオオカナダモが除去されていました。�（７月17日）

　
７
月
30
日
と
31
日
、名
護
屋
城
跡
に
お
い
て『
は
じ
ま
り
の
名

護
屋
城
。』関
連
イ
ベ
ン
ト
の「
サ
ム
ラ
イ
合
戦
全
国
大
会 

ｉ
ｎ 

肥
前
名
護
屋
城
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
30
日
昼
過
ぎ
、真
夏
の
名
護
屋
城
二
の
丸
址あ

と

に
全
国
か

ら
ち
び
っ
こ
サ
ム
ラ
イ
が
集
ま
り
ま
し
た
。関
東
軍
（
緑
）、中
京

軍（
紫
）、関
西
軍（
青
）、そ
し
て
迎
え
撃
つ
地
元
の
唐
津
軍（
赤)

の
総
勢
130
人
が
集
結
し
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
は
腰

に
紙
風
船
を
付
け
て
戦
い
、相
手
の
大
将
の
紙
風
船
を
割
れ
ば

勝
利
と
な
り
ま
す
。対
戦
の
前
に
は
必
ず
あ
い
さ
つ
し
、刀
の
振

り
方
な
ど
ル
ー
ル
を
守
っ
て
戦
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
戦
が
始
ま
る
と
、子
ど
も
た
ち
は
大
将
の
指
示
の
下
、自
分

の
紙
風
船
を
守
り
な
が
ら
ス
ポ
ン
ジ
製
の
刀
を
振
り
回
し
、相

手
陣
に
向
か
っ
て
攻
撃
し
ま
す
。二
の
丸
の
広
場
は
保
護
者
や

関
係
者
が
見
守
る
中
、子
ど
も
た
ち
の
歓
声
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
３
回
試
合
を
行
い
、
大
将
を
倒
し
た
り
、
自
軍
の
大
将
を
守
っ
た
り
し
た
得

点
の
合
計
で
、
唐
津
軍
が
勝
利
を
収
め
天
下
統
一
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
同
じ
会
場
で
、
Ｖ
Ｒ
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
名
護
屋
城
の
謎
解
き
を
す
る

イ
ベ
ン
ト
や
、
道
の

駅
桃
山
天
下
市
で
は

愛
知
名
古
屋
の
特
産

フ
ェ
ア
や
名
古
屋
お

も
て
な
し
武
将
隊
の

演
武
が
行
わ
れ
た
り

と
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

（
取
材
地:

名
護
屋
城

跡
）

サ
ム
ラ
イ
合
戦
全
国
大
会 

ｉ
ｎ 

肥
前
名
護
屋
城

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー　
山や

ま

下し
た　
定さ

だ

則の
り

　全ての部署の新庁舎への移動が
終わり、市役所は新たなスタート
を切りました。
　玄界灘を一望できる６階の市民
ラウンジや、多目的に活用できる１
階のホールは休日でも利用するこ
とができます。
　ぜひ皆さま、気軽にお立ち寄り
ください。

市長の
ひとこと
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

９
月
中
に
郵
送
し
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の

保
険
証
（
紫
色
）

の
有
効
期
限
は
、
９
月
30
日
ま
で

で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
（
橙だ

い
だ
い

色
）
は
、

９
月
中
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

す
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証（
紫
色
）

は
、
９
月
30
日
ま
で
使
用
し
、
有

効
期
限
を
過
ぎ
た
ら
ご
自
分
で
破

棄
す
る
か
保
険
年
金
課
ま
た
は
各

市
民
セ
ン
タ
ー
総
務
・
福
祉
課
の

窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
の
口
座
未
登
録
の
人

は
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　
10
月
１
日
か
ら
一
定
以
上
の
所

得
の
あ
る
人
は
、
窓
口
負
担
割
合

が
「
２
割
」
に
な
り
ま
す
。

　
２
割
負
担
と
な
る
人
に
は
、
１

か
月
の
外
来
受
診
の
自
己
負
担
増

加
額
を
１
割
負
担
の
と
き
と
比
べ

て
、
３
，０
０
０
円
ま
で
に
抑
え

る
配
慮
措
置
（
３
年
間
）
が
あ
り

ま
す
。
自
己
負
担
の
増
加
額
が

３
，０
０
０
円
を
超
え
た
場
合
は
、

差
額
を
後
日
、
高
額
療
養
費
と
し

て
払
い
戻
し
ま
す
。

　
２
割
負
担
と
な
る
人
で
、
高
額

療
養
費
の
振
込
口
座
が
登
録
さ
れ

て
い
な
い
人
に
は
、
事
前
に
口
座

登
録
を
お
願
い
す
る
た
め
、
９
月

下
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

問 

保
険
年
金
課

�

（
☎
７
２-
９
１
２
３
）

　
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

　

 （
☎
０
９
５
２-

６
４-

８
４
７
６
）

↑新しい保険証は橙色

           

保険証の有効期限に注意してください

９月30日まで
10月１日から
令和５年７月31日
　　　　　　まで

今使っている
保険証（紫色）が
使える期間

９月中に交付する
保険証（橙色）が
使える期間

後期高齢者の窓口負担が２割となる所得基準の考え方（現役並み所得者：３割負担の人除く）

世帯内の後期高齢者医療制度加入者のうち、課税所得金額※１が 28万円以上の人がいるか

「年金収入※２＋その他の合
計所得金額※３」が200万円
以上か

「年金収入＋その他の合計
所得金額」が320万円以上
か

いない（28万円未満） いる（28万円以上）

１人だけ ２人以上

200万円
未満

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上

世帯の加入者
全員が

１割

世帯の加入者
全員が

１割

世帯の加入者
全員が

２割
１割 ２割

※１　「課税所得」は、収入から給与所得控除や公的年金等控除、所得控除（基礎控除や社会保険料
控除など）を差し引いたあとの金額です。

※２　「年金収入」は、公的年金等控除を差し引く前の金額です。
※３　「その他の合計所得金額」は、事業収入や給与収入から、必要経費や給与所得控除などを差

し引いたあとの金額です。

世帯内に後期高齢者医療制度加入者が２人以上いるか
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年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
案
内
や
事
務
手
続

き
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事

務
所
）
が
行
い
ま
す
。

対
象
者
（
①
、
②
の
い
ず
れ
か
）

①�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
65
歳
以
上
の
人
で
、
世
帯
員

全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ

り
、
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所

得
額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

の
人

②�

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
、
前
年
の
所
得
額

が
約
472
万
円
以
下
の
人

手
続
方
法

◆
新
た
に
給
付
金
を
受
給
で
き
る
人

　
対
象
者
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
手
続
き
の
案
内
が
届
き
ま

す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
早
め
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
人

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
あ
わ
せ

て
、
年
金
事
務
所
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務
・

福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
電
話
で
家
族
構
成
や
金
融

機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を

聞
く
こ
と
や
、
手
数
料
な
ど
の
金

銭
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

問 

日
本
年
金
機
構

　

 

唐
津
年
金
事
務
所

�

（
☎
７
２-

５
１
６
１
）

　

 

年
金
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

 （
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２
）

　

 

保
険
年
金
課

�

（
☎
７
２-

９
１
２
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

～
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
～

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
し
た
場
合
や
、
主
た
る
生

計
維
持
者
の
収
入
が
減
少
し
た
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
介
護
保
険
料

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
減
免
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
詳
細
は
下

表
参
照
）。

減
免
対
象
の
介
護
保
険
料

　
65
歳
以
上
の
人
の
令
和
４
年
度

分
介
護
保
険
料
で
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
納
期
限
が
設
定
さ
れ

て
い
る
も
の
（
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

問 
高
齢
者
支
援
課

�
（
☎
７
０-

０
１
０
１
）

　

 

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

 

総
務
・
福
祉
課

要　　件 前年の合計
所得金額

減免の
割合

基準１
新型コロナウイルス感染症の影響で、主たる生計維持者が死亡し
た場合、または重篤な傷病を負った場合（１か月以上の治療が必
要と認められた場合）

― 全額

基準２

１と２のどちらにも該当する場合に限ります
210万円以下 全額

１

新型コロナウイルス感染症の影響で、主たる生計維持者の令
和４年分の事業収入、不動産収入、山林収入または給与収入

（以下「事業収入など」（※１）という）のいずれかが、令和３
年分の収入と比べて、30%以上減少する見込みであること

210万円超 8/10
２ 減少する見込みである事業収入などの所得以外の令和３年

分の合計所得金額400万円以下であること（※２）

※１　事業収入などには、保険金や損害賠償などにより補てんされる金額を含めます。
※２　主たる生計維持者が次の（１）、（２）に該当する場合は、減免の対象になりません。
　　　（１）減少が見込まれる事業収入などの令和３年分の所得金額が０円以下の場合
　　　（２）令和３年分の合計所得金額が０円以下の場合
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手続き内容 もらえるポイント 申込期限
① �マイナポイントに申し込み、選択したキャッシュレス

決済サービスでチャージや買い物をする
チャージや買い物した額の
25%（最大5,000円相当分）

令和５年２月末
まで② �マイナンバーカードの健康保険証としての利用申し込

みを行う 7,500円相当分

③ 公金受取口座の登録を行う 7,500円相当分

※ �①は第１弾を利用していない人が申し込むことができます。ただし、
第１弾に申し込んだ人で、まだ20,000円分のチャージや買い物を
していない（5,000円相当分のポイントをもらっていない）場合は、
引き続き上限（5,000円相当分）までポイントをもらえます。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
！

最
大
２
万
円
相
当
分
の

ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
や

消
費
喚
起
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、
国
が
実
施
し
て
い
る
事
業

で
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
は
、

昨
年
12
月
に
終
了
し
た
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
第
１
弾
の
内
容
に
加
え
、

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
申
込

や
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
行
っ

た
人
に
も
、
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
る
も
の
で
す
。

手
続
き
で
き
る
人

◆�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
人

◆�

令
和
４
年
９
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人

手
続
き
に
必
要
な
も
の

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◆�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
時
に

設
定
し
た
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号

◆�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
で
利
用
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

の
Ｉ
Ｄ
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド

サ
ポ
ー
ト
窓
口

　
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を

利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
込
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
受
付
場
所

　

�

市
民
課
前
専
用
ブ
ー
ス
ま
た

は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務
・

福
祉
課

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
必
ず
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
受
付
時
間
（
閉
庁
日
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
詳

細
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る

か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 �

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

　

 （
☎
０
１
２
０-

９
５-

０
１
７
８
）

※
ダ
イ
ヤ
ル
後
５
番
を
選
択

※�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は

問 �

情
報
政
策
課

�

（
☎
５
３-

７
０
４
８
）

就
業
構
造
基
本
調
査

を
実
施
し
ま
す

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・

不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
統
計
法
に

基
づ
き
実
施
す
る
国
の
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。

　
よ
り
便
利
に
皆
さ
ん
が
回
答
で

き
る
よ
う
、
郵
送
や
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
簡

単
に
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に

は
、
9
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
理

解
い
た
だ
き
、
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

市
政
戦
略
課

�

（
☎
７
２-

９
２
０
７
）

スマートフォン
はこちら→

マイナポイント第2弾の内容

マイナポイント事業
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　皆さんは、自分らしく生きていくことについてどのように考えていますか？
　市では、あなたが歩んできた人生を大切にし、あなたの思いや生き方を知るとともに、人生の最後
までどう生きていきたいのかを支えるために記録するノートを配布しています。その思いを家族や友
人、医療や介護で関わる人たちに伝え、共有することが大切です。
　あなたらしい生き方を支えるノートとして活用してみませんか？

知っていますか？唐津市地域包括支援センター⑥
いつまでも安心して自分らしく暮らしていくために  ～いきかたノートの活用～

〇配布場所：唐津市地域包括支援センター、各市民センター総務・福祉課、
　　　　　　唐津市社会福祉協議会で無料配布しています。
※市のホームページやYouTubeで見ることができます。

問唐津市地域包括支援センター （☎72-9191）

「いきかたノート」の内容

◦ 人生の振り返り（今までの道のり）
◦ �今の生きがい 

（現在の生きがい、楽しみ、嬉しいこと）
◦ �これからの希望 

（これからの希望、生き方）
◦ �自分らしく生きる 

（どこで、誰と、どのように暮らした
いか）

� など

「いきかたノート」を活用した人の感想
◆ �エンディングノートと思っていたら違った。 

これからの生き方をこのノートで整理できた。
◆ �本人の思いを伝える大事なものであると思った。
◆ �親の思いを考えるきっかけになりよかった。 

自分が生まれる前の父親の姿や話が聞けた。

唐
津
市
水
道
事
業
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
追
加・休
止・廃
止

◆
追
加
指
定

　
野
﨑
設
備
（
養
母
田
）

◆
休
止

　

�

㈱
佐
電
工　
唐
津
営
業
所
（
八

幡
町
）

◆
廃
止

　
㈱
土
井
組
（
相
知
町
平
山
）

問 

水
道
工
務
課

�

（
☎
５
３-

７
１
５
８
）

に
ご
り
水
に
注
意
！

水
道
管
清
掃
の
お
知
ら
せ

９
月
の
対
象
地
区
と
日
程

　
呼
子
、
鎮
西
、
肥
前
地
区
で
実

施
し
ま
す
（
詳
細
は
下
表
参
照
）。

作
業
内
容

　
水
道
管
に
設
置
し
て
い
る
消
火

栓
な
ど
か
ら
勢
い
よ
く
放
水
し
、

水
道
管
内
の
鉄
さ
び
な
ど
を
流
出

さ
せ
ま
す
。

作
業
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
１
か

所
あ
た
り
20
分
程
度
）

注
意
と
お
願
い

◆�

に
ご
り
水
が
出
た
と
き
は
、
し

ば
ら
く
水
を
流
し
て
く
だ
さ

い
。

◆�

牛
乳
の
よ
う
な
白
い
水
は
、
水

の
中
に
空
気
が
混
ざ
っ
た
も
の

で
体
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時

間
が
た
つ
と
澄
ん
で
き
ま
す
。

◆�

高
い
と
こ
ろ
で
は
、
水
圧
の
低

下
で
水
の
出
が
悪
く
な
っ
た

り
、
消
火
栓
か
ら
の
水
が
使
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

上
下
水
道
局
管
路
サ
ー
ビ
ス

�

（
☎
７
２-

９
１
４
８
）

９月（呼子・鎮西・肥前地区）の水道管清掃日程
 １日（木）（呼子地区）小友、中町（長沙子）、川端町（持山）
 ２日（金）（呼子地区）�先方町、海士町、釣町、小倉町、中町、宮ノ町、 

天満町、松浦町、川端町、愛宕町、殿ノ浦
 ５日（月）（呼子地区）加部島
 ６日（火）（鎮西地区）名護屋、波戸、串
 ７日（水）（鎮西地区）八床、早田、加倉、菖蒲
 ８日（木）（肥前地区）高串、田野、犬頭、晴気、入野
 ９日（金）（肥前地区）星賀、納所、駄竹、京泊
12日（月）（肥前地区）大浦、杉野浦、湯野浦
13日（火）（肥前地区）菖津、大鶴、鶴牧、寺浦

唐津市いきかたノート
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９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
の
大
切
な
役
割

①
生
活
環
境
の
改
善

②
浸
水
の
防
除

③
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

④
資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど

　
下
水
道
は
、
見
え
な
い
と
こ
ろ

で
水
環
境
と
私
た
ち
の
快
適
な
生

活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
汚
水
処
理
普
及
率
は

92
・
３
％
、
下
水
道
整
備
地
区
内

で
、
接
続
工
事
を
行
い
、
下
水

道
を
使
っ
て
い
る
人
の
割
合（
水

洗
化
率
）
は
、
94
・
１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
（
令
和
４
年
３
月
31

日
時
点
）。

下
水
道
使
用
開
始
の
届
け
出
は
お

忘
れ
な
く
！

　

下
水
道
を
使
い
始
め
る
と
き

は
、
必
ず
使
用
開
始
の
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
休
止
や
廃
止
、

再
開
す
る
と
き
も
届
け
出
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
家
庭
で
井
戸
水
を
使
っ

て
い
る
場
合
は
、
使
用
人
数
に
よ

り
汚
水
量
を
認
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
下
水
道

�

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

◆�

生
ご
み
や
使
用
済
み
天
ぷ
ら

油
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◆�

水
洗
ト
イ
レ
に
は
水
洗
ト
イ
レ

専
用
の
紙
以
外
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
や
紙
お
む
つ
な
ど
）

を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆�
雨
水
排
除
の
た
め
の
溝
に
、

ご
み
や
空
き
缶
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
な
ど
を
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◆�

台
所
の
汚
水
に
含
ま
れ
る
油
分

や
細
か
な
調
理
く
ず
を
分
離
す

る
た
め
に
屋
外
に
あ
る
装
置
が

「
分
離
ま
す
」
で
す
。
月
に
１

～
２
回
程
度
、
ま
す
内
の
清
掃

を
お
勧
め
し
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
は
市
の

指
定
工
事
店
で
！

　
下
水
道
接
続
工
事
は
、
専
門
の

知
識
と
技
術
を
も
つ
市
の
指
定
工

事
店
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
（
指
定
工
事
店
制
度
）。
必
ず

市
の
指
定
工
事
店
か
ど
う
か
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
工
事
の
際
は
事
前
に
市

に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

上
下
水
道
局
業
務
課

�

（
☎
７
２-

９
１
４
５
）

　
ま
た
は
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
総
務
・
福
祉
課

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

”女ひ
と

と
男ひ

と

の
つ
ど
い
“を
開
催
し
ま
す

テ
ー
マ

『
め
ざ
そ
う  

分
か
ち
あ
え
る
社
会

�

～
私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と
～
』

第
１
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

◆
講
演
内
容

　
�

一
人
ひ
と
り
の
多

様
な
在
り
方
を
大

切
に
で
き
る
唐
津
に
向
け
て
男

女
共
同
参
画
へ
の
理
解
を
深
め

よ
う

◆
講
師

　
オ
フ
ィ
ス
ピ
ュ
ア　

　
髙た

か

﨑さ
き　
恵め

ぐ
み
さ
ん

◆
開
催
日
時

　

�

９
月
17
日（
土
）午
後
２
時
～
午
後

４
時（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

◆
開
催
場
所

　

�

唐
津
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
多
目
的

ホ
ー
ル

第
２
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

◆
講
演
内
容

　

�

生
活
者
目
線
で
考
え
よ
う

　
政
治
と
地
域
の
課
題

◆
講
師

　
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授　

　
申し

ん　
キ
ヨ
ン
さ
ん

◆
開
催
日
時

　

�

10
月
８
日（
土
）午
後
２
時
～
午
後

４
時（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

◆
開
催
場
所

　

�

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会
館
り
ふ
れ

ホ
ー
ル

※�

第
１
回
・
第
２
回
と
も
参
加
料

は
無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問 �

唐
津
市
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
”レ
ゾ
ナ
“

�

（
☎
７
４-

４
５
７
０
）

　

 

男
女
共
同
参
画
課

�

（
☎
７
２-

９
２
３
９
）

公
証
人
に
よ
る

「
サ
ン
デ
ー
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

　
法
務
省
と
日
本
公
証
人
連
合
会

で
は
、
10
月
１
日
か
ら
10
月
７
日

ま
で
の
１
週
間
を
『
公
証
週
間
』

と
定
め
、
無
料
の
「
公
証
人
に
よ

る
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日
時

　

10
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時

開
設
場
所

　
唐
津
公
証
役
場
（
東
城
内
）

相
談
対
応
者

　
唐
津
公
証
役
場
公
証
人

相
談
内
容

◆
遺
言
公
正
証
書
の
作
成

◆�

老
後
の
財
産
管
理
（
任
意
後
見

契
約
な
ど
）

◆
金
銭
・
土
地
建
物
の
貸
借

◆�

離
婚
に
伴
う
子
の
養
育
費
や
財

産
分
与
な
ど

◆
そ
の
他
の
公
証
事
務

※�

混
雑
な
ど
を
避
け
る
た
め
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
窓
口・問　
唐
津
公
証
役
場

�

（
☎
・
ＦＡＸ
７
２-

１
０
８
３
）

　
唐
津
市
東
城
内
17
番
29
号

　
唐
津
商
工
共
済
ビ
ル
２
階　
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市
有
地
を
入
札
で

売
り
払
い
ま
す

売
り
払
い
方
法

　

入
札
を
行
い
、あ
ら
か
じ
め
決

め
ら
れ
た
最
低
価
格
以
上
で
、最

推
進
室
窓
口
に
提
出
す
る
か
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

窓
口
で
の
提
出
は
開
庁
時
間

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
、
土
日
祝
日
を
除
く
）
の

み
で
す
。

提
出
先・問

　
新
市
民
会
館
建
設
推
進
室

�

（
☎
７
２-

９
１
１
５
）

�

（
ＦＡＸ
７
２-

９
１
８
０
）

　
〒
８
４
７-

８
５
１
１

　
唐
津
市
西
城
内
１
番
１
号

「
私
た
ち
な
ら
も
っ
と
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
」

Ｃ※

Ｓ
Ｏ
か
ら
提
案
を
求
め
て
い
ま
す

提
案
方
法

　

提
案
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
案
書
の
様
式
は
、
地
域
づ

く
り
課
と
各
市
民
セ
ン
タ
ー
産

業
・
教
育
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
や
相
談

　
提
案
書
の
提
出
や
相
談
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

申
込
先・問

　
公
共
施
設
再
編・資
産
活
用
課

�

（
☎
７
２-

９
１
４
２
）

新
唐
津
市
民
会
館（
仮
称
）

基
本
設
計
案
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
頂
い
た
意
見
は
、
で
き
る
か
ぎ

り
反
映
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

基
本
設
計
案
の
概
要

　
新
市
民
会
館
の
建
物
デ
ザ
イ
ン

や
構
造
、
内
部
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、

備
え
る
べ
き
機
能
な
ど
を
示
し
た

も
の
で
す
。

意
見
を
出
せ
る
人

◆
市
内
在
住
の
人

◆
市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人

◆�

市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
が
あ

る
団
体

設
計
案
の
公
表
場
所

◆
新
市
民
会
館
建
設
推
進
室

◆
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務・福
祉
課

◆
湊
・
切
木
・
打
上
出
張
所

◆
市
立
図
書
館

◆
職
員
常
駐
の
公
民
館

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
募
集
期
間

　
９
月
30
日
（
金
）
ま
で

意
見
の
提
出
方
法

　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど

を
記
入
し
て
、
新
市
民
会
館
建
設

も
高
い
価
格
で
入
札
し
た
人
に
売

り
払
い
ま
す
。

入
札
日
と
場
所

　
10
月
19
日（
水
）

　
市
役
所
本
庁
５
階

　
会
議
室
503・504

※
物
件
に
よ
っ
て
入
札
時
間
が

　

異
な
り
ま
す
。

入
札
保
証
金

　
入
札
保
証
金
と
し
て
見
積
金
額

の
５
％
以
上
の
金
額
が
必
要
で

す
。

入
札
に
参
加
で
き
る
人

　
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し

な
い
人
や
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い

人
な
ど
地
方
自
治
法
施
行
令
第
167
条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
人
、市

税
の
滞
納
が
な
い
人
、暴
力
団
に
関

与
し
て
い
な
い
人
な
ど

申
込
方
法

　

事
前
に
入
札
参
加
申
込
書
、納

税
証
明
書
、住
民
票（
法
人
の
場
合

は
登
記
事
項
証
明
書
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
な
ど
は
公
共
施
設
再

編・
資
産
活
用
課
窓
口
に
用
意
し

て
い
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

申
込
受
付
期
間（
閉
庁
日
を
除
く
）

　
９
月
21
日（
水
）～
９
月
30
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

ま
つ
ろ
、
佐
賀
県
県
民
協
働
課
、

ま
た
は
地
域
づ
く
り
課
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

提
出
期
限

　
10
月
31
日
（
月
）
ま
で

※�

Ｃ
Ｓ
Ｏ
（
Ｃシ

ビ

ル

ｉ
ｖ
ｉ
ｌ　

Ｓソ
サ
イ
ェ
テ
ィ
ー

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ　

Ｏオ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
）
と
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
限
ら
ず
、
自
治
会
、
婦
人

会
、
老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
っ

た
組
織
や
団
体
の
こ
と
で
す
。

問 

地
域
づ
く
り
課

�

（
☎
７
２-

９
２
２
０
）

空
き
店
舗
な
ど
へ
の

新
規
出
店
を
支
援
し
ま
す

　
新
規
出
店
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

人
を
応
援
す
る
た
め
に
、
店
舗
改

装
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
区
域

　
唐
津
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

で
定
め
る
農
用
地
区
域
を
除
く
区

域補
助
対
象
者

　
空
き
店
舗
な
ど
を
借
り
て
出
店

し
よ
う
と
す
る
個
人
ま
た
は
法
人

補
助
率（
上
限
50
万
円
）

　
店
舗
改
装
費
の
３
分
の
１
以
内

問 

商
工
振
興
課

�

（
☎
５
３-

７
５
０
０
）

↑市ホームページと
メールアドレスはこちら

売り払い物件（市有地３件）
所 在 地 地 目 と 広 さ 最低売却価格

二夕子２丁目１番９および17 雑種地 655.00㎡　 25,021,000円　

北波多田中字本
も つ

竹
た け

800番13 宅　地 418.44㎡　 9,247,524円　

浜玉町浜崎字岡浦1445番１
（旧浜玉市民センター跡地） 宅　地 2,350.56㎡　 51,947,376円　
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市
が
誘
致
し
た
企
業
が

従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

株
式
会
社
コ
コ
ト

◆
募
集
職
種　

�
Ｉ
Ｔ
事
務

◆
仕
事
内
容

　
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
更
新
に
伴
う

デ
ー
タ
入
稿
・
チ
ェ
ッ
ク
作
業
、
顧

客
か
ら
の
メ
ー
ル
問
い
合
わ
せ
対
応

な
ど（
必
要
な
経
験
な
ど
条
件
あ
り
）

◆
雇
用
形
態

　
契
約
社
員（
正
社
員
登
用
あ
り
）

◆
勤
務
地　
南
城
内

◆
応
募
方
法

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
紹
介
状
を
取

得
し
、
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
・

紹
介
状
を
、
次
の
求
人
問
い
合
わ

せ
先
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
求
人
問
い
合
わ
せ

　
〒
１
０
７-

０
０
５
１

　

�

東
京
都
港
区
元
赤
坂
１
丁
目

５
‐
12　

住
友
不
動
産
元
赤

坂
ビ
ル
４
階

　
㈱
コ
コ
ト　
管
理
部

　

 （
☎
０
３-

６
８
４
６-

５
２
９
２
）

問 

企
業
立
地
課

�

（
☎
７
２-

９
２
０
８
）

旧
三
菱
合
資
会
社
唐
津
支
店

本
館
を
特
別
公
開
し
ま
す

　
現
地
で
の
保
存
修
理
が
決
定
し

た
佐
賀
県
重
要
文
化
財
の
旧
三
菱

合
資
会
社
唐
津
支
店
本
館
を
修
理

工
事
前
に
公
開
し
ま
す
。

公
開
日
時

　

�

９
月
17
日（
土
）～
19
日（
月・祝
）、

10
月
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

公
開
場
所

　
�

唐
津
市

　
歴
史
民
俗

　
資
料
館

　
（
海
岸
通
）

入
場
料

　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

※�

混
雑
緩
和
の
た
め
入
場
制
限
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

臨
時
駐
車
場
が
10
台
分
あ
り
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
文
化
財
課

�

（
☎
７
２-

９
１
７
１
）

「
自
然
と
薬
草
に
親
し
む
集
い
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
10
月
17
日
～
10
月
23
日
の
「
薬

と
健
康
の
週
間
」
の
一
環
と
し

て
、
身
近
に
親
し
ま
れ
て
い
る
薬

用
植
物
の
名
前
や
見
分
け
方
、
効

能
、
使
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
学
び

ま
す
。

対
象
者

　
小
学
生
～
高
校
生
、
一
般

※�

中
学
生
以
下
の
人
は
、
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

　

�

10
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
２
時
30
分

※�

雨
天
中
止
、
小
雨
決
行
。
詳
し

く
は
佐
賀
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所

　

�

鎮
西
町
波
戸
（
集
合
場
所
は
波

戸
岬
海
浜
公
園
駐
車
場
）

参
加
料　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

持
っ
て
く
る
も
の

　

�

メ
モ
帳
、
筆
記
用
具
、
弁
当
、

水
筒
、
雨
具
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど

問 

佐
賀
県
薬
務
課

　

 （
☎
０
９
５
２-

２
５-

７
４
８
３
）

　

 

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

「
自
分
自
身
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
」

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
の
１
週
間

は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。　
　

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
支
援

し
て
い
る
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

は
と
て
も
重
要
で
す
。
大
切
な
人

を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん

で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
か
け
や

傾
聴
を
し
て
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
る
、
見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

日
程
・
内
容
（
全
２
回
）

◆
第
１
回
目
（
基
本
編
）

　
９
月
10
日
（
土
）

　
テ
ー
マ　
悩
み
の
作
ら
れ
方

◆
第
２
回
目
（
応
用
編
）

　
10
月
１
日
（
土
）

　
テ
ー
マ　
こ
こ
ろ
と
体
の
つ
な
が
り

※�

第
１
回
・
第
２
回
い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

講
師

　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
宮み

や

﨑ざ
き　
久く

美み

子こ

さ
ん

場
所

　
�

唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
３
階
大
会
議
室
（
さ
ん
て
内
）

対
象
者

　

�

市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
支
援
し
て
い
る
人

定
員　
約
20
人

申
し
込
み

　
９
月
８
日
（
木
）
ま
で
に
、
保

健
医
療
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

�

申
込
先・問 

保
健
医
療
課

�

（
☎
７
５-

５
１
６
１
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
（
一
財
）
日
本
遺
族
会
に
よ
る
、

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
旧
戦

地
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
で
す
。

※�

申
込
方
法
や
日
程
、実
施
地
域
、

参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 （
一
財
）
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

 （
☎
０
３-

３
２
６
１-

５
５
２
１
）

　

 

福
祉
総
務
課

�

（
☎
７
２-

９
２
５
２
）
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農
業
大
学
校
の
学
生
を

募
集
し
ま
す

募
集
過
程
・
定
員

　
園
芸
農
産
課
程　
40
人

　
畜
産
課
程　
10
人

※�

修
学
期
間
２
年
間
の
本
科
と
修

学
期
間
１
年
間
の
専
科
が
あ
り

ま
す
。
本
科
・
専
科
と
も
に
全

寮
制
で
す
。

応
募
資
格

　
高
校
卒
業
者
か
令
和
５
年
３
月

に
高
校
卒
業
見
込
み
の
人
ま
た
は

高
校
卒
業
者
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
人

推
薦
入
試
試
験
日

　
10
月
７
日
（
金
）

○
願
書
受
付
期
間

　
９
月
５
日（
月
）～
９
月
20
日（
火
）

一
般
入
試
試
験
日

◆
一
次
募
集

　
12
月
９
日（
金
）

○
願
書
受
付
期
間

　
11
月
７
日（
月
）～
11
月
24
日（
木
）

◆
二
次
募
集

　
令
和
５
年
２
月
17
日（
金
）

○
願
書
受
付
期
間

　

�

令
和
５
年
１
月
10
日（
火
）～
２

月
１
日（
水
）

※�

募
集
要
項
な
ど
、
詳
し
く
は
佐

賀
県
農
業
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
佐
賀
県
農
業
大
学
校
養
成

部
入
試
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問 

佐
賀
県
農
業
大
学
校

　

 

養
成
部
入
試
担
当

　

 （
☎
０
９
５
２-

４
５-

２
１
４
４
）

　

 

農
政
課（
☎
７
２-

９
１
２
８
）

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会
館

り
ふ
れ「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」

は
工
事
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん

　
「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」
の
天
井
張

替
工
事
の
た
め
、
10
月
14
日(

金
）

ま
で
施
設
の
利
用
が
で
き
ま
せ

ん
。

※
毎
年
９
月
に
実
施
し
て
い
る

「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」
無
料
開
放

に
つ
い
て
も
中
止
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会
館
り
ふ
れ

�

（
☎
７
２-

９
６
１
１
）

　

 

高
齢
者
支
援
課

（
☎
７
２-

９
２
３
０
）

第
15
回
唐
津
市
民

種
目
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
各
地

区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
代
表
と
し
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
盛
大

に
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
暑
い

中
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

※�

種
目
別
の
成
績
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 （
公
財
）唐
津
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

�

（
☎
７
３-
２
８
８
８
）

　

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�

（
☎
７
２-

９
２
３
７
）

地区総合順位
Aブロック Bブロック

優勝 中　部 厳　木

２位 浜　玉 七　山

３位 東　部 鎮　西

９
月
は
船
員
労
働

安
全
衛
生
月
間
で
す

　
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
、
国

土
交
通
省
、
水
産
庁
の
主
唱
に
よ

り
「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、「
船
員
の
災
害

防
止
・
安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
を

図
る
」
目
的
で
、
昭
和
32
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

も
『
～
「
大
丈
夫
」
慣
れ
と
油
断

が
事
故
招
く　
安
全
確
認
初
心
忘

れ
ず
～
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国

一
斉
に
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
に
お
い
て
は
、
佐
賀
県
地

区
船
員
労
働
安
全
衛
生
協
議
会
を

中
心
に
、
次
の
活
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

①�

県
内
主
要
港
に
お
い
て
訪
船
に

よ
る
左
記
項
目
を
重
点
と
し
た

安
全
衛
生
指
導

◆�

作
業
時
を
中
心
と
し
た
死
傷
災

害
の
防
止

◆�

海
中
転
落
・
海
難
に
よ
る
死
亡

災
害
の
防
止

◆�

高
年
齢
船
員
の
死
傷
災
害
と
疾

病
の
防
止

②
安
全
衛
生
講
習
会
の
開
催

③�
船
員
と
そ
の
家
族
が
対
象
の
無

料
健
康
相
談
所
の
開
設

問� �

九
州
運
輸
局
佐
賀
運
輸
支
局

唐
津
庁
舎

�

（
☎
７
２-

３
０
０
９
）

　

 

み
な
と
振
興
課

�

（
☎
７
２-

９
１
８
７
）

10
月
か
ら

産
後
パ
パ
育
休
が
始
ま
り
ま
す

　
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

施
行
日　
10
月
１
日

◆�

産
後
パ
パ
育
休
（
出
生
時
育
児

休
業
）
の
創
設

◆
育
児
休
業
制
度
の
変
更

◆�

事
業
主
は
、
就
業
規
則
の
変
更

や
取
得
促
進
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
佐
賀
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問 

佐
賀
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

　

 （
☎
０
９
５
２-

３
２-

７
２
１
８
）

　

 

男
女
共
同
参
画
課

�

（
☎
７
２-

９
２
３
９
）

↑�佐賀労働局
ホームペー
ジはこちら

唐津市種目別
スポーツ大会結果

↑スマートフォン
　はこちら
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唐
津
市
農
業
委
員
会
の
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
募
集
し
ま
す

推
薦
・
募
集
期
間

　
10
月
3
日（
月
）～
31
日（
月
）

◆
農
業
委
員

定
数　
19
人

要
件

　

農
業
に
関
す
る
識
見
が
あ
り
、

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
関
す
る
事
項
や
、
そ
の
他
担

当
す
る
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
人

活
動
内
容

　
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
、
農

地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
、
農
地

転
用
許
可
に
あ
た
っ
て
、
具
申
す

べ
き
意
見
の
決
定
な
ど
委
員
会
に

出
席
し
て
審
議
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を

推
進
す
る
た
め
、
市
な
ど
の
行
政

機
関
に
対
し
農
業
施
策
の
改
善
に

関
す
る
意
見
を
提
出
し
ま
す
。

推
薦
と
募
集
の
方
法

①
農
業
者
な
ど
か
ら
の
推
薦

②
一
般
応
募

　
地
域
農
業
を
リ
ー
ド
で
き
る
次

の
よ
う
な
人
の
積
極
的
な
応
募
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
認
定
農
業
者

■
女
性
農
業
者

■
青
年
農
業
者

■�

農
業
に
従
事
し
て
い
な
く
て
も

公
平
・
公
正
な
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
人

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

定
数　
34
人

要
件

　
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
熱
意
と
識
見
の
あ
る
人

活
動
内
容

　
主
に
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
（
荒

廃
農
地
）
の
発
生
防
止
・
解
消
な

ど
の「
地
域
に
お
け
る
現
場
活
動
」

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
委
員
会
に

出
席
し
、
農
地
の
利
用
促
進
に
関

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
ま
す
。

推
薦
と
募
集
の
方
法

①�

農
業
委
員
会
が
定
め
た
区
域
の

農
業
者
な
ど
か
ら
の
推
薦

②
一
般
応
募

　
募
集
区
域
は
下
表
の
と
お
り

※�

各
区
域
に
１
人
ず
つ
委
嘱
し
ま
す
。

資
格

○
応
募
で
き
る
人

　
唐
津
市
（
推
進
委
員
は
農
業
委

員
会
が
定
め
た
区
域
）
に
住
民
票

が
あ
る
人
を
基
本
と
し
ま
す
が
、

業
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
け
れ

ば
、
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
も
推

薦
・
応
募
で
き
ま
す
。

×
応
募
で
き
な
い
人

①
唐
津
市
職
員

②�

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
人

③�

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
え
て
い
な
い

人
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

④�

唐
津
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
規

定
す
る
暴
力
団
な
ど

任
期

　
令
和
５
年
４
月
11
日
（
推
進
委
員

は
こ
の
日
以
降
に
委
嘱
さ
れ
た
日
）

か
ら
令
和
８
年
４
月
10
日
ま
で

報
酬

　
唐
津
市
が
規
定
す
る
報
酬
額
を

支
給
し
ま
す
。

応
募
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
農
業
委
員

会
事
務
局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
分

室
に
準
備
し
て
い
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
郵
送
か
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
推
薦
を
受
け
た
人
と
応
募
し
た
人
に

　

つ
い
て
は
、
選
考
を
行
い
ま
す
。

問 

農
業
委
員
会
事
務
局

　

 

〒
８
４
７-

８
５
１
１

　

 

唐
津
市
西
城
内
１
番
１
号

�

（
☎
７
２-

９
１
６
５
）

旧唐津（８地区）
半
田・鏡・松
南
町

宇
木・原・柏
崎

和
多
田・養
母
田・養
母
田
鬼
塚・

千
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農地利用最適化推進委員の募集区域（各区域に１人）
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問佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

※�新型コロナウイルスの影響で、変更や
中止になる場合があります。事前に確
認やお問い合わせをお願いします。

献血車がやってきます

９月14日（水）
9：30～11：00

厳木市民センター
13：30～15：30

相知交流文化センター

９月

　市では「唐津市手話言語の普及及び聴覚障害児・者のコミュニケーション手段の利用を促進する条例」を制定し、障がいの
有無にかかわらず、全ての市民が安心して暮らせる社会の実現を目指しています。

手話をもっと身近な言語に 問障がい者支援課（☎72-9150）

秋といえば何？／スポーツ・おはぎ・梨トライ・ザ・しゅわ
秋といえば何？ スポーツ・おはぎ・梨

①�指を広げた両手を
顔に近づけ、手
のひらで仰ぐ動
作を繰り返す。

②�手のひらを上に向け
て指を折り曲げた右
手をこめかみから揺
らしながら上げる。

③�右手人さし指を立
て、胸の前で左
右に振る。

①�両手を開いて交互
に2・３回、回転
させる。

②�左手を軽く握り右
手であんこをつけ
るように左手の甲
をなでる。

③�顔を梨に見立て、
頭からへたを出す
イメージで人さし
指を上げる。

休日・夜間病院案内（☎73ー0043）
休日・夜間に受診できる病院を案内しています。救急車を呼ぶか迷っ
たときや、受診する病院がわからないときに利用してください。

休日などの救急医療体制
初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

日曜日・祝日・振替休日・年末年始
9：00〜21：00

※午前中の受付は11：30まで
午後の診療は13：00から

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 20：00〜翌6：00
土曜日 18：00〜翌6：00
日曜・祝日・振替休日 　9：00〜翌6：00

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)

※日曜・祝日・休日の午前中の受付は11：30まで
午後の診療は13：00から（急患については受付時間外でも診療します）

休日の急な   歯の痛み   には… 
休日歯科 唐津休日歯科診療所

日曜日・祝日・振替休日・８月13日〜15日・年末年始
診療時間  9：00〜16：00

住　　所 唐津市二タ子1丁目5番1号（旧唐津赤十字病院跡）
唐津市健康サポートセンター「さんて」 ３階

電話番号 53-8271
・受診時は必ず健康保険証を持ってきてください。
・�新型コロナウイルス感染症対策のため、受診の際は
　１階入り口のインターホンでお知らせください。

お
願
い

問保健医療課（☎75-5161）

秋 といえば 何？ スポーツ おはぎ 梨
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近代図書館
新興町　☎72-3467

　近代図書館４階子どもコーナー
では「まつぼっくり」などが読み聞
かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　9/3・10・17・24
� 14：00〜14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　9/3・10� 14：30〜15：00
ブックスタートなど
◆０歳児向けブックスタート
　9/14・28� 受付10：30〜12：00
◆０歳児向けぴよぴよおはなし会
　9/14・28� 11：00〜11：20
相知図書館
相知町相知　☎62-4194

　相知お話会 ｢虹のぽけっと｣ など
が読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　9/3・17� 14：00〜14：30
　相知図書館１階児童室
町田保育園 子育て支援センター
町田３丁目　☎0120-192-168

◆バスごっこ　など
　�毎週月〜土曜日（9/9・15・19・23・

26・28除く）� 9：00〜14：00
認定こども園 昭和幼稚園・なかよし保育園
北城内　☎72-4380

◆十五夜お月さま　など
　毎週水・木曜日、9/6
� 10：00〜15：00
認定こども園 すみれ幼稚園
神田　☎73-2631

◆大きくなったかな　など
　9/2・8・15・22
� 10：00〜11：00
こども塾神田園
神田　☎080-8550-2202

◆モンテッソーリ教育にふれよう！　など
　毎週月・火・木曜日（9/19除く）
� 10：00〜15：00
認定こども園 唐津ルーテルこども園
坊主町　☎72-2518

◆ほっとヨガ　など
　9/5・7・8・13・14・21・26・27
� 9：00〜14：00

認定こども園 リョーユー幼稚園
和多田先石　☎74-7500

◆親子で音脳リトミック　など
　9/1・5・8・13・15・21・24・26・30
� 10：30〜11：30　など
認定こども園 唐津カトリック幼稚園
山下町　☎72-2755

◆親子モンテッソーリ教育デー　など
　9/2・6・12・20・29
� 10：30〜11：15
認定こども園 虹の森こども園
鏡　☎74-0660

◆子育ておはなし会　など
　（場所：ひれふりランド　など）
　毎週火曜日、9/5・8・9・14・16・21
� 10：00〜11：45など
エルアン幼稚園　　　
原　☎77-3450

◆ベビーマッサージ　など
　�9/1・2・5・6・8・9・12・14・16・

20・21・22� 10：00〜15：00
NPO法人唐津市子育て支援情報センター
東城内　☎72-2288

◆離乳食（初期・中期）　など
　9/8・28� 10：00〜13：00など
認定こども園 浜崎幼稚園
浜玉町浜崎　☎56-6103

◆親子でうんどう遊び　など
　毎週木・金曜日（9/23・29除く）、
� 13：30〜14：30　など
双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385

◆�どんぐりマラカスであそびましょう♪　など
　（場所：ひれふりランド　など）
　毎週火曜日� 10：00〜11：30
平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529

◆保育園児と遊ぼう
　毎週水曜日� 10：00〜11：00

認定こども園 相知エルアンこども園
相知町中山　☎51-8029

◆わくわくデー（読み聞かせ）　など
　9/9・12・21・26・28
� 9：00〜14：00
北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710

◆冬野菜を植えよう　など
　毎週火曜日� 10：00〜11：00
認定こども園 ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662

◆�敬老の日のプレゼントを作ろう
〜親子制作〜　など 

　毎週月〜金曜日（9/19、23除く）、
　9/24� 10：00〜15：00
なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129

◆�曲に合わせて楽器を鳴らそう　など
　�毎週火･水･金曜日（9/23除く）、

9/22� 10：00〜15：00
認定こども園 呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333

◆新聞紙あそび　など
　9/2・6・9・22・27� 10：30〜
殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932

◆赤ちゃん体操　など
　�毎週火･水･金曜日（9/23除く）、

9/22� 10：00〜15：00
呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926

◆こども書道教室　など
　毎週月･水･金曜日（9/19、23除く）
� 9：30〜15：30など

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流
の場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け
付けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。

詳しくは→

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター総務・福祉課

９月
７日

（水）
13：00〜16：00
成和公民館（唐津）

９日
（金）

13：00〜16：00
鎮西市民センター２階会議室

13日
（火）

9：00〜12：00
浜玉市民センター

10月
４日

（火）
9：00〜12：00
呼子公民館

５日
（水）

13：00〜16：00
本庁2階人権相談室

６日
（木）

9：00〜12：00
七山公民館

７日
（金）

13：00〜16：00
打上公民館（鎮西）

11日
（火）

9：00〜12：00
浜玉市民センター
肥前市民センター101号会議室

女性・母子・父子総合相談
子育て支援課　☎53-7180

　女性や母子･父子家庭の生活上の
相談に応じます。
と　き　閉庁日を除く平日8：30〜17：15
ところ　本庁1階子育て支援課
児童総合相談
子育て支援課　☎53-7181

　児童の虐待や不登校など、子育て
の相談に応じます。
と　き　閉庁日を除く平日8：30〜17：15
ところ　本庁1階子育て支援課
唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセンター
☎74-3626

　身近な犯罪や非行で困っている
人からの相談に応じます。
と　き　平日10：00〜16：00
日曜相談会　９月４日、10月２日
� 10：00〜16：00
と�ころ　唐津地区更生保護サポー

トセンター（栄町）
こころの相談（要予約）
唐津市保健センター　☎75-5161

　仕事、育児、家庭、健康などの相談
に臨床心理士が応じます。
と　き　９月８日（木）14：00〜16：00
と�ころ　唐津市保健センター（唐津市

健康サポートセンター ｢さんて｣内）

無料法律相談
（要予約、１件につき20分）
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター総務・福祉課

　金銭や土地・建物、交通事故、相
続、夫婦・親子関係などの相談に弁
護士が応じます。
９月
６日

（火）
10：00〜12：00
肥前市民センター
101号会議室

８日
（木）

10：00〜15：00
本庁２階市民相談室

15日
（木）

10：00〜15：00
本庁２階市民相談室

16日
（金）

10：00〜12：00
七山市民センター１階相談室

22日
（木）

10：00〜15：00
本庁２階市民相談室

10月
７日

（金）
10：00〜12：00
浜玉市民センター1階相談室

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター
　　　　相談希望日の１週間前から
※�相談は年度内１人３回まで。開庁

日に電話または来庁して予約し
てください。メールでの予約はで
きません。

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999

と　き　閉庁日を除く平日8：30〜17：15
※相談受付は16：30まで
ところ　本庁２階市民相談室
消費者ホットライン「188（いやや）」
　188に電話をかけると、相談可能
な近くの消費生活センターにつな
がります。
DV（配偶者などからの暴力）相談
男女共同参画課　☎72-9239
女性相談窓口（子育て支援課内）
☎53-7180

　被害にあったときや被
害の相談を受けたときは、
専門の相談窓口がありま
す。１人で悩まずに相談し
てください。
DVや暴力のない社会へ
　DVを正しく理解し、暴
力のない社会を目指しま
しょう。

行政相談
総務課　☎72-9113

９月
１日

（木）
9：00〜12：00
七山公民館

７日
（水）

10：00〜12：00
北波多老人憩の家

13日
（火）

9：00〜12：00
浜玉市民センター第３会議室
13：00〜16：00
肥前市民センター１階102号会議室
鎮西市民センター２階相談室

20日
（火）

9：00〜12：00
厳木市民センター１階会議室
相知市民センター別館第３会議室

21日
（水）

10：00〜15：00
本庁２階人権相談室

10月
４日

（火）
9：00〜12：00
呼子公民館

５日
（水）

10：00〜12：00
北波多老人憩の家

　電話相談については、佐賀行政監
視行政相談センター（☎0952-25-
1100）で応じます。
からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所／大名小路
● �エイズ相談
　９月13日（火）� 9：00〜11：00
　９月20日（火）� 9：00〜11：00
� 17：00〜19：00
● �骨髄バンクドナー登録受付（要予約）
　毎週木曜日� 9：00〜11：00
● �肝炎ウィルス検査（要予約）
　９月20日（火）� 15：00〜19：00
● �精神保健福祉相談（要予約）
　毎週水曜日� 13：30〜16：00
● �難病相談
　平日随時実施� 8：30〜17：15
● �療育発達相談（要予約）
　９月７日（水）� 14：00〜16：00
● �不妊相談（要予約）
　平日随時実施� 8：30〜17：15
発達障害児（者）専門相談窓口

（要電話予約、１件につき50分）
NPO法人それいゆ専門相談窓口
受付担当　☎0952-37-0250

　発達障害児（者）とその家族など
の相談に専門相談員が応じます。
と　き　毎月第２・４水曜日
　　　　10：00〜16：00
ところ　障がい者支援センターりんく

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

↑詳しくは

↑詳しくは
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健康教室のお知らせ（無料）
済生会唐津病院　☎73-3175
　済生会唐津病院では、市民の皆
さんを対象に「健康教室」を開催し
ます。
内　容　肝臓病について
と　き　９月24日（土）
� 10：00〜11：00
ところ　済生会唐津病院３階会議室
人　数　10人
※電話で申し込んでください。

ほほえみサロン（がん患者・
家族サロン）のお知らせ（無
料）
唐津赤十字病院がん医療推進セ
ンター（１階総合受付８番窓口）
☎74-9135
　唐津赤十字病院では、ほほえみ
サロン（がん患者・家族サロン）の
受講者を募集します。
内　容　がんとリハビリテーション
対　象　がん患者さん・ご家族
と　き　９月14日（水）
　　　　13：00〜13：45
ところ　唐津赤十字病院１階
　　　　佐野講堂
※�事前申込は不要です。

くらしの中の文化事業
「華道体験教室」
埋
うずめもんのやかた

門ノ館
☎・FAX75-1810
と　き　●１回目　10月９日（日）
　　　　●２回目　10月16日（日）
　　　　　10：00〜12：00
ところ　埋門ノ館（北城内）
内　容　生け花の作法を学びます
対　象　小・中・高校生、一般　
定　員　20人（最低人数５人）
参加料　1,500円（２回受講）
締　切　９月23日（金）

通院困難な人を
対象にした
相談窓口です
唐津玄海地域在宅歯科
医療連携室　☎74-6402
　お口に関することで悩んだり
困ったりしていませんか？お口や
体の状態を歯科衛生士が訪問して
確認し、必要に応じた相談や協力
歯科医院の案内をします。
受　付　平日9：00〜17：00

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

佐賀大学唐津
キャンパスを公開します！
佐賀大学農学部附属アグリ創生
教育研究センター唐津キャンパス
☎77-4484
　健康やコスメ、機能性分子に関
する研究を行っています。研究施
設の見学や実験体験をしてみませ
んか？
と　き　９月17日（土）
� 10：00〜16：00
と�ころ　佐賀大学農学部附属アグ

リ創生教育研究センター唐津
キャンパス（松南町）

※事前申し込みは不要
　詳しくはこちらから→

佐賀県立博物館企画展
「建築の建築」
佐賀県文化課　☎0952-25-7236
　日本の近代建築の礎

いしずえ

を作った唐
津出身の建築家「辰

たつ

野
の

金
きん

吾
ご

」「曾
そ

禰
ね

達
たつ

蔵
ぞう

」「村
むら

野
の

藤
とう

吾
ご

」の３人に光を当
てた企画展『建築の建築』を開催し
ます。
と　き　９月６日（火）〜10月27日（木）
ところ　佐賀県立博物館
内�　容　作品展示だけではなく、

現代アーティストともコラボ
し、新たな切り口で建築の魅力
を紹介します。

唐津の歴史文化企画展（唐津城）
小
お が さ わ ら

笠原長
な が み ち

行生誕200年記念
「幕末維新を生き抜く」
（公財）唐津市文化事業団
唐津城　☎72-5697
　幕末の激動の時代、老中として
徳川幕府を最後まで支え明治時代
まで生き抜いた小笠原長行につい
てゆかりの資料ととも
に紹介します。
と　き
●第１部
　９月１日（木）〜10月17日（月）
●第２部
　10月22日（土）〜11月30日（水）
※いずれも9：00〜17：00
入場料　無料
※別途、天守閣入場料が必要です。

唐津市近代図書館開館
30周年記念「図書館の小さな
美術館展　本と美術に、唐津」
近代図書館　☎72-3467
内　容　絵画・本・パネルなど
と　き　９月25日（日）まで
　　　　10：00〜18：00
　　　　（入場は17：30まで）
ところ　近代図書館美術ホール
休館日　�月曜日、９月７日（水）・

23日（金・祝）
入場料　無料
関連イベント
●「小さなおはなし会」
　９月11日（日）14：30〜14：50
●学芸員によるギャラリートーク
　９月17日（土）14：00〜14：30
※いずれも参加無料（要申込）
※開始30分前から受け付けします。

▲本と絵画を結んだ展覧会です

第53回唐津市民文化祭
（公財）唐津市文化事業団　
☎73-1601
●嘉

か ら つ

楽打★太鼓民舞まつり
と　き　10月１日（土）、２日（日）、
　　　　８日（土）　13：30〜15：00
ところ　松浦河畔公園野外ステージ
※観覧無料、雨天中止
●観

かん

月
げつ

茶会
と　き　10月２日（日）9：00〜14：00
ところ　旧大島邸（南城内）
※お茶券２席　1,500円
　（旧大島邸入場料含む）
●クラシックバレエ ミニコンサート
と　き　10月８日（土）14：00〜16：00
ところ　文化体育館文化ホール
※入場無料

18市報からつ　令和４年９月号

情
報
ひ
ろ
ば



※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

特定保健指導研修受講生募集
（公財）佐賀県健康づくり財団
☎0952-37-3301
対�　象　医師や保健師、管理栄養

士、一定の経験がある看護師
内　容　
●基礎研修①コース
　（保健指導経験１〜２年）
　10月23日（日）、11月３日（木・祝）
●�基礎研修②コース（保健指導経

験３年以上）11月23日（水・祝）
●指導力向上研修コース
　A：12月11日（日）
　B：令和５年１月15日（日）
定　員　各コース50人
ところ　佐賀メディカルセンタービル
受講料　無料
申込期間
●基礎研修①：９月20日（火）
�〜 10月11日（火）
●基礎研修②：10月24日（月）
�〜 11月10日（木）
●指導力向上研修
　A：11月７日（月）〜12月１日（木）
　B：12月12日（月）
�〜 令和５年１月５日（木）
※詳しくはお問い合わせください。

子育てサポーター
（協力会員）養成講座

子育て緊急サポートセンター
「ラビットくん」事務局　☎65-7500
　働く子育て世代を応援する子育
てサポーター（有償ボランティア）
になりませんか。
対�　象　市内に住んでいて、子育

てが一段落し、地域での子育て
支援活動に関心がある人

と�　き　10月６日（木）・７日（金）・
13日（木）・14日（金）の４日間

� 9：00〜15：00
ところ　子育て支援情報センター
　　　　（りんく３階）
定　員　15人
受講料　500円
　　　　（テキスト・保険料含む）

はじめてのスマホ使い方基本講座
NPO法人シニアネット佐賀
☎090-4357-0913
内�　容　スマホの基礎操作、インター

ネット、LINEなどのアプリ操作、リモート
対　象　市内在住の40歳以上の人
定　員　各回先着15人
と　き　①９月26日（月）、９月27日（火）
　　　　②10月３日（月）、10月４日（火）
※いずれも9：00〜12：00
ところ　①都市コミュニティセンター
　　　　②相知交流文化センター
受講料　無料（別途テキスト代1,000円）
申込期間　①９月１日（木）〜９月20日（火）
　　　　　②９月１日（木）〜９月26日（月）
※�電話でシニアネット佐賀まで申

し込んでください。

シルバー人材センター
を活用しませんか？

（公社）佐賀県シルバー人材
センター連合会　☎0952-20-2011
対�象者　60歳以上で新たな就業

を希望する人や退職予定の人、
退職する社員のために新たな就
職先が必要な企業の担当者

内�　容　新たな人生のセカンドス
テージ（就業）の場所として、シ
ルバー人材センターを活用して
もらうための説明会です。

と　き　10月18日（火）13：00〜16：00
ところ　ハローワーク唐津

自立、趣味、仕事に出会うセ
ミナー（無料）
7P

セブンピース

iece　☎080-8381-7988
　自分の技術や知識を活かして唐
津で活躍している人々に、成功の
秘訣やノウハウを学びます。
内�　容　トークセッションやお仕

事体験ブース、養成講座案内など
と　き　10月２日（日）10：00〜13：00
ところ　浜玉公民館大会議室
　　　　（浜玉市民センター２階）
※小さなお子さんも一緒にどうぞ

NPO法人 唐津環境防災推進
機構K

か ん ね

ANNEからのお知らせ
☎80-7060
K
キ ー プ パ イ ン プ ロ ジ ェ ク ト

eepPineProject
〜虹の松原クリーン大作戦〜
参加者募集（無料）
内　容　枝拾い、松葉かき、草抜き
と　き　９月11日（日）9：00〜10：30
※受付は8：45〜
ところ　浜崎森林浴の森公園
持ち物　帽子、飲み物、タオルなど
雨�天時　小雨決行、当日7：00に判断

しKANNEのホームページで通知
※�作業しやすい服装（長袖・長ズボン）、

マスク着用で参加してください。
※�体調不良の際は参加を遠慮してください。
虹の松原再生・保全活動参加者募集
�　虹の松原の中に自分の区画を受
け持ち、ボランティア活動をして
みませんか？
内　容　枝拾い、松葉かき、草抜き
対　象　個人・団体
※�１度登録をすると、好きな時に

活動をすることができます。
※�草刈り機を使用した場合は、原

価相当の費用を支払います。
●機械損料など　５円/㎡
●県道沿い安全対策費　15円/㎡
バスターズ参加者募集
内�　容　「チガヤ」を根っこから丁

寧に抜いていく作業
と　き　毎週火曜日　9:00～10:30
と�ころ　浜崎森林浴の森公園駐車場付近
持�ち物　帽子、タオル、飲み物
※�作業しやすい服装で参加してく

ださい。

旧高取邸ボランティアガイド
養成講座参加者募集（無料）
旧高取邸　☎・FAX75-0289
Eメール：info-kyutakatoritei  
@karatsu-bunka.or.jp
対�　象　市内在住で毎週２、３時

間程度ガイドが可能な人
と�　き　10月２日（日）、９日（日）、

16日（日）、23日（日）　計４回
ところ　旧高取邸（北城内）
定　員　10人程度
申　込　９月１日（木）〜９月25日（日）
※電話、FAX、電子メールで申し込み
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※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

保育所や放課後児童クラブで
の勤務を考えている皆さんへ
子育て支援課　☎72-9151
各市民センター総務･福祉課
　８月9日現在の募集状況

【保育所、認定こども園】
　保育士など　７件
　その他無資格者　１件

【放課後児童クラブ】
　支援員または補助員　30人
※補助員は資格不問
●�就職や資格取得などに関する相

談は ｢佐賀県保育士・保育所支援
センター｣（☎0952-28-3406）
で受け付けています。検索サイト
｢福祉のお仕事｣ の操作方法もこ
ちらにお問い合わせください。

●�就職（復職）準備金最大20万円支
給や年間最大約52万円の家賃負
担軽減など保育士向けの各種サ
ポート（助成制度）を実施してい
ますので、活用してください。

※�詳しくは、市ホームページを確
認してください。

創業・経営相談（要予約）
中小企業診断士（田中）
☎090-8417-0149
と　き　毎週金曜日14：00〜18：00
と�ころ　唐津商工会館地下１階
（大名小路）

※相談料は無料です。

土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎72-0780
　借地･借家などの契約や苦情の
相談に応じます。（予約不要）
と　き　９月15日（木）13：30〜16：00
と�ころ　市民交流プラザ（大手口セ

ンタービル「O
オ ー テ

tte」３階）小会議室２

C
コ コ

oCoカラでは
相談を受け付けています
唐津市福祉・就労支援コーナー

（CoCoカラ）　☎72-9143
　CoCoカラ（唐津市福祉･就労支援
コーナー）では、ハローワーク職員が
職業相談や職業紹介を行っています。
受付時間　平日9：00〜16：30
と�ころ　市民交流プラザ内（大手

口センタービル「O
オ ー テ

tte」３階）
内　容
●�生活保護受給者や母子･父子家

庭などへの職業相談や職業紹介
●�一般求職者に対する必要な就職支援

放送大学令和４年度第２学期
（10月入学）学生募集

放送大学佐賀学習センター
☎0952-22-3308
　放送大学は、テレビやインター
ネットなどを利用して授業を行う
通信制の大学です。心理学や福祉、
経済、文学、自然科学など幅広い分
野があり、１科目から学ぶことが
できます。
出願期限　９月13日（火）まで
※�出願方法など詳しくはお問い合

わせください。ホームページで
も受け付けています。

令和４年11月入所
職業訓練受講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516
対�　象　新たに職業に就こうとす

る求職者で、ハローワークから
受講指示か受講推薦を受けた人

募集科目
●CAD/NCオペレーション科
●溶接技術科
●住環境CAD科
訓�練期間　11月２日（水）〜令和

５年5月31日（水）
受講料　無料（教科書代などは実費）
申込先　最寄りのハローワーク
申込期限　９月27日（火）まで
※詳しくは、お問い合わせください。

不動産鑑定士による
不動産の無料相談会

（公社）佐賀県不動産鑑定士協会
☎0952-97-6958
と　き　10月３日（月）10：00〜15：00
ところ　本庁４階会議室402・403

詳しくは→
こちら　

自衛官などを募集　自衛隊佐賀地方協力本部唐津出張所　☎72-8697

募集種目 受験資格 受付期間
自衛官候補生

18歳〜32歳の人
年間を通じて受付

一般曹候補生 ９月６日（火）まで

航空学生 【海上自衛隊】18歳〜22歳の人
【航空自衛隊】18歳〜20歳の人 ９月８日（木）まで

予備自衛官補
【一般公募】18歳〜33歳の人
【技能公募】各種国家免許資格等を有す
る18歳以上の人

９月16日（金）まで

防衛医科大学校
（看護学科）

18歳〜20歳の人

10月５日（水）まで

防衛医科大学校
（医学科） 10月12日（水）まで

防衛大学校（一般） 10月26日（水）まで
※詳しくはお問い合わせください。

老人クラブで一緒に活動しませんか？
　市内に住む60歳以上の人を対象
に、新規会員を随時募集しています。
問唐津市老人クラブ連合会
　事務局（☎70-2340）
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京都や大阪に次ぐ巨大都市となっていました。
　城は標高約87mの垣

か き

添
ぞ え

（副）山一帯に築かれ、東西
約600m、南北約350mに広がり、面積は約17ヘクター
ルにおよびます。築城は九州の諸大名を中心とした多
くの大名の普

ふ

請
し ん

により、１年に満たないごく短い間に
ほぼ完成したと考えられています。城が築かれた当時
は、大坂城に次ぐ規模を誇りました。丘

きゅう

陵
りょう

頂
ちょう

部
ぶ

に築か
れた本丸は城内でも特に眺望がよく、空気が澄んだよ
く晴れた日には遠く対馬まで見渡すことができます。
　名護屋城跡は佐賀県立名護屋城博物館による発掘
調査が行われていて、これまでにもさまざまなことが
明らかになってきました。調査はまだまだ継続して行
われますので、今後の調査も大いに期待されます。
� 問生涯学習文化財課（☎72-9171）

名
な ご や じ ょ う あ と な ら び に じ ん あ と

護屋城跡並陣跡①（本城）
　国の特別史跡名護屋城跡並陣跡
は、本城と周辺の陣跡23か所で構
成されています。広域にわたり内容

も豊富ですので、今後５回に分けて紹介します。
　今回紹介する名護屋城は、朝鮮出兵（文禄・慶長の
役）に際して、国内の出兵拠点として天正19（1591）
年に築かれた城です。 文禄元（1592）年の開戦から
秀吉の死により、諸大名が 撤退する慶長３（1598）年
までの７年間、大陸侵攻の拠点となりました。周囲に
は130以上に上る諸大名の陣屋が築かれ、全国から
20万人を超える人々が集ったとされ、名護屋一帯は

「唐津の記念物」（６）
～唐津の史跡・名勝・天然記念物～

唐津今昔物語124

唐ワンくんの

　唐津・玄海地域を中心に、佐賀県に美容・健康産業の集積地をつくることを目指す「唐津コスメティック
構想」。ここでおさらいのクイズです！何問正解できるか挑戦してみてください♪

<第１問>
　これまでに化粧品や健康食品の原料として使用された唐津産素材は、どんなものがあるでしょうか？３
つ答えてみよう!	 　　　　唐津がほこる果物や離島に自生する植物など
<第２問>
　市のコスメ産業やJCCの活動紹介、唐津産・佐賀県産素材を使用した商品の展示・販売をしているギャラ
リーを　「JCC〇〇〇〇〇〇ギャラリー」という。
	 　　　　カタカナ６文字。呉服町商店街にあります！
<第３問>
　旧ペットボトルセンターを改修して整備された、石志にある「唐津コスメティックファクトリー」の愛称
は何でしょうか？	 　　　　アルファベット５文字。ファクトリーを英語で書くと…？

S
サ ガ ン

AGAn B
ビ ュ ー テ ィ ー

EAUTYホームページにもヒントが載っているかも！？
ぜひ探してみてください。
クイズの答えは市報からつ10月号で！

唐津コスメティック構想ミニ講座　⑭コスメ構想クイズ

名護屋城本丸方面の遠景写真名護屋城本丸跡から壱岐・対馬を望む

対馬 壱岐

←S
サ ガ ン

AGAn B
ビ ュ ー テ ィ ー

EAUTY
　ホームページ
問企業立地課
　（☎53-7148）
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◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第４期納期限� ９月30日（金）
　口座振替日� ９月26日（月）
　夜間納税相談� ９月８日（木）、22日（木）
　※夜間納税相談は19時まで開設
　問税務課（☎72-9188）
◆後期高齢者医療保険料
　第４期納期限� ９月30日（金）
　口座振替日� ９月26日（月）
　問保険年金課（☎72-9123）
◆介護保険料
　第４期納期限� ９月30日（金）
　口座振替日� ９月26日（月）
　問高齢者支援課（☎70-0101）

納付のお知らせ

ボートのススメ。
ボートレースの“気になる”

を解説します！
　第40回はボルダリング施設「のぼらんば」について。ボートレース
からつ１階コミュニティエリアには、全長約40m、高さ約4mのボル
ダリング施設があります。営業時間は10時から21時（最終受付は20
時30分）まで。利用料金はなんと無料です♪ただし、貸靴を利用され
る場合は１足あたり100円かかります。また、団体での貸し切りも可
能で、１時間あたり1,200円、高校生以下は１時間あたり600円で貸
し切りできます。子どもから大人、初心者から上級者まで楽しめる
ようコースも作られていますので、ぜひ体験してみてください♪

近代図書館（☎72-3467）　相知図書館（☎62-4194）

● 毎週月曜日
● ７日（水）・23日（金・祝）

９月  図書館の休館日

時　　間	日曜日9：00～12：00
※9月18日は機器メンテナンスのため閉庁します。
取�扱業務	マイナンバーカードの申請受付（受取は要

予約）／住民票・戸籍・印鑑登録の証明書の交付／
戸籍届出／パスポートの交付（申請はできません）

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付	月～金（祝・休日除く）	 8：30～17：00
受取時間	月～金（祝・休日除く）	17：30～20：00
	 土・祝・休日	 9：00～12：00
受取場所	予約した本庁･各市民センターの当直室
受�け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世

帯の人）、印鑑登録証明書（本人）
問市民課（☎72-9120）

市民課の時間外窓口

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

◆西の浜に設置された「拾い箱」を取材しました。県内初
の運用で、せっかく拾っても捨てづらかった海岸漂着
ごみが、気軽に捨てられるようになりました。西の浜
のほかに北浜にも「拾い箱」が設置されています。誰
でも利用できますので、ごみ拾いと気負わずレジャー・
散歩のついでにぜひ利用してみてください。（尚）

◆今年の夏は、各地区で久しぶりに花火大会やお祭りな
どのイベントが開催されました。コロナ禍ではありま
すが、楽しいひと時を過ごされたのではないでしょう
か。市報でも、まちかどのSCENEやまちかどリポート
でお伝えすることができてよかったです。暑い中、取
材をしてくださった方々どうもありがとうございまし
た。（美）

編 集 後 記　―市報からつ編集室から―

次の“気になる”は
「ブックカフェ」に
ついてだよ♪

スマートフォンサイト

　マイナンバーカードがあればコンビニなどでも証
明書を取得できます。
時間　6：30～23：00（戸籍証明は平日9：00～17：00）
※9月17日、18日は機器メンテナンスのため、サービスを停止します。
◆住民票の写しや印鑑証明、税の証明書など
　手数料は窓口より50円お得です（戸籍の証明書を除く）。
問市民課（☎72-9120）または税務課（☎72-9117）

証明書のコンビニ交付サービス

問ボートレース企業局
　企画宣伝課（☎77-1311）
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Karatsu

12チャンネルからつ番組表 テレビ放送中
dボタンでデータ放送

◎�都合により、番組と時間を変更して
放送する場合があります。

お知らせ文字放送
５ 30 唐津市ニュース 前日分

６ 30 各課からのお知らせ

７
00 市からのお知らせ 再放送

30 唐津市ニュース 前日分

８ 30 各課からのお知らせ
９ 30 特集番組 前週の再放送

11 30 各課からのお知らせ

12
00 市からのお知らせ 再放送

30 唐津市ニュース 前日分

13 30 特集番組
16 00 市からのお知らせ 再放送

17 30 各課からのお知らせ

18
00 唐津市ニュース　※平日のみ

30 各課からのお知らせ

19
00 市からのお知らせ 再放送

30 唐津市ニュース

20
00 市からのお知らせ 再放送

30 特集番組
22 30 唐津市ニュース
23 30 各課からのお知らせ
24 30 唐津市ニュース
25 30 特集番組 前週の再放送

終了後はお知らせ文字放送

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のために、文字テロップ
付きで放送しています。

◎土・日曜日は１週間の唐津市ニュースをまとめて放送します。

平日
月曜～金曜

唐津市ニュース
市内の行事やイベントなどを毎日、
放送しています。18時がその日の
初回放送となります。 ↑視聴はこちら

特集番組

8月29日～
９月4日

唐津学教室　気候変動と自然環境の視点から見る
唐津の歴史」（２） －先史時代の展開と稲作伝播－
講師：田

た じ ま
島　龍

りゅうた
太さん

９月５日～
18日

デフリンピックメダリストに学ぶ講演会
講師：金

かな
持
じ

 義
よし

和
かず

選手

９月19日～
25日 男女共同参画劇場～とっておきの？！防災編～

９月26日～
10月2日 唐津の地名紀行 総集編（後編）

各課からのお知らせ

8月29日～
９月4日 手話だより

９月５日～
18日 保健だより

９月19日～
25日 にこにこネット

９月26日～
10月2日

唐津市×新日本プロレスコラボ動画
～唐津産品の魅力を全力でPR～

問広聴広報課（☎72-9189）
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〜S
さ が に ー ま る に ー よ ん

AGA2024開催競技紹介 バスケットボール編〜
　SAGA2024では、全国各ブロックを勝ち抜いた代表チームの熱戦
が繰り広げられます！

【バスケットボール競技】
開催日：2024年（令和６年）10月10日（木）〜10月14日（月・祝）
会　場：�唐津市文化体育館、鎮西スポーツセンター体育館、相知天徳の丘運動公

園社会体育館、唐津工業高校体育館
　競技初日10月10日は、国スポ初のナイトゲーム（成年男子１回戦）を開催し
ます。これまでとは違う夜間の雰囲気により選手・観客の特別な競技体験につな
げ、学校や仕事帰りの皆さんにも観戦機会を広げられる大会を目指しています。

【注目選手】
　鍵

かぎやま

山　銀
ぎ ん の

之介
すけ

　選手（浜玉中学校２年生、ポジション：フォワード）
〜バスケットボール競技の魅力は〜
　攻守の切り替えが速いところです。
〜県バスケットボール協会U-14強化選手に選出された思い〜
　みんなの足を引っ張らないように声を出して頑張りたいです。
〜自身の得意なプレーや強みは〜
　得意なプレーは１対１で、強みは負けず嫌いなところです。
〜個人的な今後の目標は〜
　苦手なディフェンスを改善していきたいです。
〜チームメイトとの今後の目標は〜
　チームのみんなは、コート内では励まし合い、ベンチからも声が出る
楽しいチームメイトです。みんなと新人戦、中体連などの大会で良い成
績を残したいです。
〜国スポへの出場意欲〜
　選ばれるように頑張ります！

　SAGA2024の各種情報は、SNSからも見ることができます。
　みんなでSAGA2024を盛り上げていきましょう！
問SAGA2024国スポ・全障スポ唐津市実行委員会事務局
　（☎53-7108）

大
お お く ぼ

久保  龍
り ゅ う の

之介
す け

くん
（相知町相知）

（H30.9.4生  ４歳）

お誕生日おめでとう！
休日は龍ちゃんが好き
なドライブ行こうね！

吉
よ し だ

田  怜
りょうせい

晟くん
（肥前町田野）

（R2.9.20生  ２歳）

お誕生日おめでとう☆
これからも笑顔いっぱ
い元気に育ってね！

富
と み さ わ

澤  晋
し ん た ろ う

太郎くん
（鏡）

（R3.9.27生  １歳）

誕生日おめでとう！可
愛い笑顔に癒されてい
ます♪だいすきだよ♡

こんにちは  唐津っこ♪ ９月生まれです！
　市報からつ11月号に掲載する唐津っこ（11
月生まれの未就学児）を９月１日（木）から20日

（火）まで募集します（最大３件、応募多数の場
合は抽せんし掲載により結果を発表します）。
　お子さんの写真（9MB以内）と①お子さんの
お名前（ふりがな）②年齢③生年月日④性別⑤
お子さんへのメッセージ（30字以内）⑥保護者
の氏名、住所、電話番号を次のアドレスかQR
コードからアクセスして送信してください。

kouhou@city.karatsu.lg.jp
＊�写真は原則、お子さんが１人で

写り、頭全体が写ったもので、
応募から２か月以内に撮影し
た加工前のもの

＊�必要事項の記入もれがある場合は受け付け
できません（絵文字は使えません）。

＊�お子さん１人につき複数応募があった場合
でも応募は１件とみなします。

＊掲載できるのは、お子さん１人につき１回です。
問広聴広報課（☎72-9189）スポーツのチカラ⑥

Facebook Instagram Twitter
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